




























































































(2)投備

(イ)登iJ1 Jl-Jテント 10';]; 

子ども会野外活動

811c阿1野外活動

国) ステレオ

レコード鑑討会

r1i' 

付 l映 写機

学討活illlJlζ利用

jニども会活動に手IJ

(斗|句 。li

5. 今後の課題

(1) 設備の充実

数具教材の充尖

公民館の24囲気を1'1る

近代的な設備の充実

(2) グループ活動の推進

(3) 実t査をともなう活動の展開

(4) 指導者の充実

(5) ボランティヤの獲得

E 産 炭地 !

事 1 嘉穂郡碓井町公民館

1 . 地域の概況

1. IIIJω1(li1'u 8，41.'1'))キロ

2. 人 11 9.464人

3. ff漁業月IJ人l二!

I}!J '!K 3，239人

事主 里子 見 山 友 司
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(1府和37年3月lζ峻でしたWJ1寸IIJ公l立川ω令';";D

鉱業 3，650人

li~ 1: 565人

その他 2，010人

2.問 題 占

1. 'It凶家庭のWI大

f!j'，波家路(附33.7) 68lll:':;: 

(11討34.7) 86 " 

( " 35.7) 124 " 

，.〆 ("36.7) 243 " 

" ( " 37.7) 318 " 

" ("38.2) 347 " 

2. ]'1'少{IωUIJ外流11¥

H百和37年度石lt)1中学校字決1:1: 2481νl 

イ， i:'ij校及び各科学校入ρ1" 145i'， 

ロ， ~~外就J~険者 51;I可

ハ 以内就職者 (1徐州υ1・ U町 34~ノ，

ー， IIITl/~就職者 4 名(!JJ 2 ，女 2)

ホ，米'J~従'jI 14名(男10，女 4)

3. I~!l;t:ミ椛造改応と雄弁IIJJj民業の実態

イ，民家戸数 512戸

ロ， 1戸三Ii均耕地'Ifliも'162アーノレ

ハ鉱業と J~::t
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ニ， 専業股家戸数約50戸

ホ，専業r.~家の経営の実態

・普通作と果樹園芸

.警適作と花井関芸

.t四?通1'10と酪E2
・千ff適作と肥育Lj二

.千普通{午専業

4. その他

3. 問題解決のために

1. 児童生徒環境調査

調査数 1，005名

2. 零細企業lζ働く年少労働者の組織

3. 婦人の教育組織とグループの育成

4. 低所得者胞の州人のための学習

5. 産炭地振興とc.業施策

6. 農民教育の ;i.~題とその解決のために

4. 公民館の施設と役割

1. 施設の現況

2. 過去1年間の利用実績

3. 利用グループの717成

4. 図芯2の利用実績

5. 図書室の役拘l

5. 今後の課題

1. 施設設備の充実

2. 総合文化センターとしての役訓

3. 町民すべての人々のために

(婦人文割引で料士~nの実習をするヤ級~!)
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事 olJ 2. 直方市中央公民館

直方文化辿合会
日上

l-t:ta 

例 <t 
パふ、

1.地域の概況

(1) 1J':':，:数 16，028F.人口 65，668人。炭都といわれた直方も，すでにili内より炭坑はiI'Jえさり，
そして dn~，j辺の炭坑もつぎつぎに姿をif'jし ， 炭坑依存の市内商工業は~恕の事態に白川した。現在廷

炭地保興の1岐に采り，新らしい工業都i!Jに脱皮しようとしている。

(2) J:1村地域においては脳会，果実などの新らしい栽培技術の導入lζよって，多戸'J}，見栄への努力を

つづけている。

2，問 題 点

(1) 除決J山特有の深刻な'diM政のしわは公民館事業lこょせられるため，火化的な公民館活動にまで

手がとどかない。

(2)一般的批会状勢として.iM'i文化のぎE反は安直と使利が文化的なものと考える傾向が強く ，生

活において物質TIiiと精神間の問iζ大きな聞きができつつある。

3 問題解決のために

(1) 問題点を要約すると，生活における文化面lを指導する公民館の事業は弱体化し，住民自体も文

化の本質をJJ.火いかけているととである。乙の問題を解決するために多くの手段を必要とするが， そ

の一方法として.TIJ社会教育泌とl直方火化辿合会の共同企画によって「動く鰍It.JUなるものを，公民

館事業のなかに提供する乙とにした。

(2) 直方文化迎合会はl昭和30年に直方市内18の文化団体と若干の学識者とによって発足した。活動

:方針として「より夫しく ，楽しく ，強かな生活への向上J. すなわち生活文化の向上を目ざしている

ことが.JDlせずして公民館事業のねらいと合致した。住民の生活の中にはいり.I除をまじえて生活文

化向上を活し合うため「動く縦誌」という休さいを取るようにした。昭和35年に発刊し引在第18号に

なっている。

(3) r動く対(，t{Uとはー磁の文化講演会で，プログラムを雑誌の目次にかえ，内主主はJji.位団体の特
色を集めたものである。以下その内容を紹介する。

まずページをめくる人が司会者となる。

(イ) 表紙と災体Iのはなしc

筆者はm立美術協会が必ずi.ふすま会紙人;の白紙に季節にちなんだ泊lをかく。そして「生活文化」
という誌名をいれる。 :L!.:き終ると生活のJjifιおける美術鍛貨についてわかりやすくはなす。

(ロ) はしがき。

~者は文辿の陛下， 公民館職n . 社会教fì課職員のうちから出る。紙誌の組旨， 生活文化向上のあ
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り方などをはなす。

付随筆

家庭医学の場合は会民の巾の医師iが筆者。成人病の知識と予防，とくに精神i!，'ij!t而を強調しではな

す。

視聴ftの場合は TI~(方映阿鍛1'~会から筆者が出る。テレビの見方など視JMi~~~を通じての家庭における

話し合いの話題を提供する方法についてはなす。

(ニ) ホームカラーのページ

a. rコスチューム・ショー」と「きもののはなし」
学院の教師。まず生活における「おしゃれJのあり方についてはなしを して，そのはなしの/)3れを

ショーにしてみせる。フアァション ・ショーでなくて家庭IC'1l一点、をおいたfγ『日ショー。

b. 8ミリ映阿上映

集者は町方シネ 8クラブの会日。会flが;I;III'/'した，少"rtlfi?/.，鉄道危:'-;.日}jj上，fi'i ;:，1)' 1}[1.;也育成などの

作品を， ~霊旨をはなして上映する。テープによる )t戸版。

C. レクリエーション

筆者lま， 口若踊のJJ;]介は日若踊保存会， 日本舞踊の場合は若柳流家元，コーラスのj見合は筒)j合唱

団よりそれぞれ出る。これらは来会者全日によってお乙なわれる。

(村座談会

筆者と米会者との代表がはなし合う公開座談会。生活文化交流を通じて，その地域住民の問題をと

りあげて討論する。

(吋あとがき。

はしがきグループより筆者が出て， しめくくりのあいさつをする。

(4) 所要時間は約2時間。開催地域の希虫と筆者の出席不能とを勘定して ilij，;己のI)'l'?干のrJlから目

次を作成する。筆者は無報酬。会場設備は地元負担。その他はiIIのu!Jl。

4. 公民館活動の成果

a) r動く雑誌」は，内界を提供して住民を肩書家する ζ とより，生活文化とはなにか，それを向上
させるためにはどうすればよいか，ということを考える機会を与え，その手がかりとなるものを杭え

つけていく ζ とに電点をおいている。

(2) 乙のような機会にめぐまれぬI2村部の州入居にTIl.)母、を向いて提供したが.lj，~}人 ~}::級の教科(乙組

み入れたところもあり，再度開催の希tfiが多い。

(3) 本年の統一選不lこ際して，公明選不J1f進のための移動公民館と riJlJJく雑斗、」とを合流させて協
力したが，米会主r1VJflにJ&，:[}Jし， しかも楽しい気分のなかで組旨の徹底をはかることができた。
(4) 中央公民館および辿介会で主催する文化ij 'J王lζ，動く雑泌を拠供したj也j戎からの参加者が多い。

5. 今後の課題とホープ

(1) 筆者たちが社会的に多忙なので，筆者をl曽加して強化し，提供回数の増加と内容の充実をはか
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る。

(2)農村部重点をilJ街地lζ移行 し，公民館活動のほか，職域進出をはかる。

(3) tJ{!tするだけで，その効果を/JYf;認していないので，これが方法を考えて実施する。

1-1「亘LlJì{~t IItJf1 t 

事 -i'~ 1 .築上郡吉富町公民館

主事 是 木 光

1 .地域の概況

吉出 11可は県の東南部にあり大分県と境を桜する。 町村合併をしない5.5km2の狭い平坦地で1，606世

帯， 7，180人のIIIJで就業状況はltl業B04人， 製造業691人， 卸小完業 395人，サービス業311人，漁業水

産業285人， 法設業187人.Jlli輸通1i'I:J[134人， 公務77人等である。

町のrllを国道10号線，日fLL本fMが東凶』ζ走り大分tl1l中津市IC隣接し交通文化には恵まれている。

公民館は敷地6321'1'.illi即200nιでl昭和36年4月竣ヱし，町のほぼ1:1:1央に位低 し主主遠のi部落からでも

徒歩約15分位の{~L自にある。職員は館長(専任)主事 (教育委書記兼任)主事補 (女) 者 li己 (女)包

理人 (女)の 51.である。

社会教育伐の38年度当初予抑は3，125，990円でi句予算の5.996に当り住民1人当り約435円である。

2. 問 題 点

(1) 地域社会変lまうの実態

イ.ql司王だけでどEII/]するもの皆無，高校卒男子で就農するもの皆無

口，専業民家は-sT5燃に数1jl>:;;

ハ， 尚庖は五千1i¥'，乙四古八一目Iの状態

ニ，近海漁業は伝わず漁村の;il'年は{也に1放を求めている。

従って昼1m家庭にあるものは老人，女，子供だけである。

へ，しかも当II/Jは純山村ではなく職業構成が上認のように後縦である。

(2)問題点

このような実態に閃lしUIJ社会教育の対象の重点、を維に向けるかが問題である。長lj人は家庭経営

者でHr.教育のjjI任者的)Jilli立にありながら広い社会lζ技する機会は男子に比べて少なく ，又老人

は民主化の~ll'，l;:!こなりがちな凡地から ， しかも両者は比較的に抱え易いので， これに公民館活動

の重点をi在き次きのような:jJ;tを行なっている。

すなわち
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'j!J年学級4学級

中火!oil入学級 1学級

老人学級 1学級

各組クラブ，グループ活動 10の外

新生活Jlli動，スポーツ教主， 社会体育

ボーイスカウトのf旨」♀筈である。

その他公民館は各種社教団体の指導助言及ひ.その事務局を担当している。

又公民館の新築tζ伴って各組団体機関の集会の協として公民飴'の利用度はとみに高まって米た。

乙のような現状であるので職員が昼夜兼行寧日なく働いても事務と人との応待に多くの時間を

とられ，社会教育の計画， 指導，D)J言に当て得る時間が充分でない現状である。従って職員は業

務の必要にせまられ自発的習慣的lこ時間外並びに休日に無報酬で勤務にあたることがしばしばで

ある。公民館が町民の要訪Iζ応えて魅力ある教育の場として11汀の文化を向上していくためには質

のすぐれたl職員を増置する必要がある。

)( ， 各組学級講座，前習会~ç. の部印li助言者は小，中学校教諭，県出先機関のl倣員~;を委嘱して

いるがH年間的に支障のある似合もあり)(，教育内容が学級生の要求にそぐはない ζ ともあり，乙

ζlζ;)，Y; r:'li助言者の問題がある。

3. 問題解決のために

職員の数と質の向上及び給与について社会教育の助言者として社会教育主事を(当町は人口 1万以

下で*設自)公民館主事の事務を料減して教育活動が充分出米るよう主事補の増員をIUJIζ要求してい

るがまだ実現していない。

公民館職員は社会教育という専門的な職務に当るのであるからなるべく功今川臓に相当する者を充て

るべきである。

すなわち社会教育の重要性に鑑み公民館が地域住民の文化センターと しての使命を果すためには公

民館職口は小中学校なみに専門職とし，その給与は国又は県で負担するようにする乙とが望ま しい。

4. 公民館の施設，設備の果した役割

以上のような問題点はあるが公民館が111]の文化センターとして果している役割は大きい。その 2，

3について述べると

(1) 教育活動の場として

(イ) 吉'i7';IIIJ'-1:1央州入学級

111.{平:[136年公民館新築と ともに婦人会待部を学級生として開設した似入学級は本年皮で3年を迎

えるが学級生が似人の使命の主要性と学習の必要性を1'-1:ï!:して支 ":~il (郎浩一)のリーダーとなり

学級又は学自グループをつくり部結の状立~Iζ即応した活動をIJlJ始し各郊落の生活文化向上の指

得』ζ三iっている。
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叉，実益を収め教廷の喜びを味わう目的で一般知人を対象とした料理，生花，短歌， 21t辺，謡

曲は8グループ230人で各グループとも毎月 2回以上年間190日の実河口をもっ縦況である。

(ロ) 青年学級

男子青年の人民は少ないが男女学級生とも一般教益iζ叉，生iiIi実習にグノレーフ。活動lζ設備の事さ

った公民館における青年学級を楽しんでいる。昨年は漁村青年学級IC沿岸漁業と海苔の主主殖を

とりいれ捜部I水産試験場より講師を招聴した学習は有効であった。

判新生活迩動の拠点として

冠婚葬祭の簡素化の一端として開始した公民館

結締及び寿会(老人学級)で運営している公民

館葬祭具は何れも町民の利用度は緩めて高く因

習打破，時間放びiζ冗費節約の目的を果す外町

民lこ対し公民館のPRの役IC立っている。

(ニ) 図書官官のi舌動

図書室は関静で切るく約3，200冊の蔵告があり

図書室で読議を楽しむ外，読書会員35名では年

間約900冊の書籍を持帰り家庭での読書:を楽し

みながら教養を高めている。

(2) 娯楽の場として

(吉宮町中央婦人学級の学習)

公民館の施設，設備と職員のサービス精神による公民館は町民の娯楽，憩の場として親しまれ

ている。

μ) 公民館lこはバレーコート迩動場がありピンポン，野球用具，バ ドミン トン等の運動具を備え

体育レクリ エレーションの場として町民に親しまれている。

(ロ) テレビ，ラジオ，ステレオ，16ミリ映写機，8ミリ撮影，映写機等の視聴覚器材は教材と し

てだけでなく娯楽的にも充分利用されている。

判囲碁クラブ

会員50名からなる囲碁クラブは毎週土117~ 日を定例日として囲碁を楽しんでいる。

5. 今後の課題とホープ

当町はきゃい完備した公民館の施設，設備を有し町当局は社会教育の重要性を十分認識し，町民

また，社会教育の心要性を臼党して向学心は高まりつつある。

今日最も欠けているものは公民館職員の数と質及び学級講師障の貧弱さである。とれらが充足

したならば懸案の成人学級も開設出来ょうし当町社会教育は更に躍進し公民館は町民教養の場と

し又娯楽の場としての任務を十分に果し得るものと期待している。
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事 ~~ 2. 朝倉郡杷木町公民館

1 .地域の概況

昭和26年 4ケIUJ村合併して発足

戸数 2，309 人口 12，600人

地域内学校

小学校4.中学校 1.幼稚園2.保育所4.県立高校1

町内 l乙 jHl鶴，林田~;の温J止があり ， 産物の重なものは米麦の外. JJ4樹凶芸，禁煙草， 椛茸，竹製

品等の生産がなされている半i白半伎の地域で本創出家地，li;である。

2. 問 題 点

(1) 合併後12年人口が減少している。

(2) 地域の対処性が強い。

(3) 兼業民主主が増加lし育年がUtJ外IC臓を求めて出ているため，青年が少なく，従って活動も非'/首lζ

困難である。

(4) 家庭の民主化，地域社会の建設のために新j人， 昔年令が真剣な努力を続けているが成入居の協

カがなく図難な点が多い。

(5) 1人 1人の住民に立派な市民性を1'1り上げるためには，分館(部務)の(1主的活動を伐り上げ

なければならない。

3. 問題解決のために過去どんな努力をしたか

共通の課題を解決しあるいはとの;保Jm解決にとり組む事によって，そのこと自休の解決と共に，分

館活動を促進する方向に公民館の重点目棋を決めて努力した。

(1) 分館公営結婚の実施

H百和28年度より部落分館Iζ於て乙の公営結婚式を行なうよう指導し推進した。

方法

分館長が司会をし，制人会が料恕を作り女子青年が奉仕する等郎落の分自自活動の-B;iとして結

賂の例議化を図った。

成果

イ.2 $1'-余で全11引と広まった。

ロ，乙の結果古fl滋分館の似l品，汁器~;が盤1I1i1され ， 分館の施設が充災していき ， 施設が充実する

とと もに，分館の活動力t促進され区長兼任であった分館長が全部専任となり活動分野が広めら

れた。

ハ，分官官結焔式が実施されるにつれて.YH}人会の学習活!日Jが始まり，成人の集会が多くなってき

~. 

~。
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(2)膏少年教育

昭和29年よ り青少年の育成指導を重点目標として進んだ。

。青年学級への努力

。青年団の活動促進

町ぐるみ子供会の育成

理由

(イ) 青少年の指導育成が町民全体の共通課題と して最も重要な問題となってきた。

(ロ) 青少年の育成は子供会を取り上げる乙とが最も効果的であると考えられた乙と。

付子供会育成を通しての成人教育が社会教育の近道であると考えられる。

(ニ) 今日の子供の育成は親だけでやる段階ではなく，全社会が手をつないでよりよい環境をつ

くるようにしなければならないと思われる。

方法

従来PTA活動として行なってきた親子常会を公民館活動として部落分館の責任に於て子供会

活動を展開する事に した。

組織

O 育成会

部落毎に育成会を組織して全戸加入としPTA.青年団，婦人会等を全館組織のrlJIζ入れた。

O 子ども会

!J1学生を加え，小中一本とした。尚育成会長は必ず部落分館長が兼任することにした。

O 指導者従成

指導者後l或のため次の方法をとった。

指導者講習会年5回

子供会リ ーダー講習(病泊 1.他1)

テキストの作成配布(現在 8~長印刷配布)

現在活動(特別活動)

(1) 花いっぱい迎iJilJ 36年4月より

(2) あいさつ巡動 37年9月より

の)人形劇コンクーノレ37年度実施ずみ。

成果

(イ) 成人男女各層の公民館への協力休;I;IJが非常に強くなってきた。

(ロ)公民館分館(部落)の必要性が強く認識され，分館の新築，増改築等施設，設備の充実が促さ

れた。結婚改善などをすすめてできた分館(部落)を加えると17分館が新築された。

本館建築

本館は町民の積極的な要望iとより建築された。

O 結婚改善，子供会など共通課題ととりくみそれらを中心と して，社会教育を推進してきた結果，
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本館建築の声が町民の間lこもり上って37年4月町民熱望の本館が落成した。

O 本館の活動としては過去1ヶ年聞の実績だけであるが，特lζ本館建築後1ヶ年間の成果として

は，

(イ) 子供会や，分館活動の指導者茶成のためにフノレに使用された。

(ロ) 婦人学級，青年学級等がスムーズに行なわれた。

判 中学生，高校生等が非常に利用するようになった。中でも図書，体育施設などが多く利用され

Tこ。

(司 文芸， 主主山，俳句，短歌，スポーツ，写真等サークノレ活動の利用が多くなった。

今後の課題とホープ

O 本館の施設をフノレlζ活用した教育計画を確立して活動する。

O 施設，設備を充実して之が利用を図る。

O グループ活動を活発にしてその棋の連絡をはかる。

O 町内の各叡機関，団体の連絡調廷を図る。

O 産業の振興をはかる。
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公民館役 職 員表

市川 ( 被表彰者氏名|所属公民館名|役 職 名 1公民山就任期n司

福間 i¥iI堺 税太郎 |福岡市和白公民館|主 事 I525. 4-38.4 

2Z之L荒 凶 義 雄|門司区太万の泌公民館 ~-一長|仰い~お 4
小代豆木村 正|小倉区北方公民館|館 長 1 526. 7. 1-38.5 

八幡区|佐 々 菊 子 |八幡区中央公民館|巡営審議員 I5お日~お 4

とE吐:It 川真隆 |束戸畑公民館 _1i1~ 長 I 5お 4.1-38.4 

直 力 市|凶 尼 伝八郎 |新入 川 東公民館 |分 館 長 1 530. 9.18-お 4

田 川市|原凶充悲|又古公民館|主 1JC 1 532. 4. 1-お 4

飯塚市|糾l 山 久 雄 |飯塚市中 央公民館[速 営審議員 I528.10.1-お 4
山町市|宮 凶 良 実|山悶市中央公民館|副 館 長 I5ぉ 4.1-お 4
八女市|中 野 政 人 |消水町町内公民館|巡営審議員 1 527.9. 1-お 4

筑紫 11~ I茅野長治|大野 町 公民司館 長 I528. 3恥引
宗像 1出|花凶作生 IMI康的問J公民館|主 事 I5お 4.1-お 4
迷賀川|中山 司|芦屋町公民館|主 事 1 524.10.3-お 4.5

互互日ヱ一空1i'r七四iE亙画互L~111 公迎会長 | EE弓Z
糸 !I:，，川牧 幽 修 三 |志附公民館附吉分館 |主 事 1 5お 8ゆ お 4

J¥ k 1111 1 !!f! 玉二二三Z互互主と空_tiJ l. ~ 事 I5正豆豆
山川 1111I荒山 伝|糸山町公民館|主 事 1 5ぉ 4.1-38.4 

第 11回福岡県公民館大会役員名簿

，. 大会名誉会長
福陥i県教育委 民会 教向長 iIIi 江 治

2. 大会会長
福l向り;l公l(町1;i!.U絡協議会会長 '')' 111 i立 l後
3. 大会副会長
福tlI.j以公民館辿絡協議会副会長 森 武 雄

同 事む 原 五n 雄

北九州 di教育委員会長 ，f/J 木 孝 訟

4. 大会 参 与
ゴじ 九 州 長吉日1 法lIí~

福岡県都 dJ教育委ム三日;員会 深J~ 平次郎
辿絡協議 長

福I凶県PTA:cl!絡協議会長問上文次郎

福岡県官」年目l協議会長松tlt!;i 七生臣

福岡県側聴覚教行協会長高村正三

福間県公明 ili
推進協級 会 E側主治次郎
福岡 ~ I~ J:.:l協 '1'央会会長森部隆刺

福岡県公民館図書部協議会長 吉本、j Hi 
福岡県 i町村教育委会P't~又椛陥秀一
i生絡協議 長

福岡以辺1i"dJ弘lj人会i!.H絡協議会長 内野梅子

福間以新生活迎動協議会長鵜的多ー

福岡県貯蓄推進委員会委fl長吉岡雄三

福岡県社会砲もl協議会長守旧道隆

NHK柘¥tiI，J).iJI:送局， RKB毎日 ，KBC，朝日新聞西部本社，毎日新聞西部本社，凶日本新聞社，

夕刊フクニチ新聞社
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表

有t lI'l 理 由

①社会教育主事を兼務し.現場の実践に理論的体系をつける。②青少年教育，町内公民館の育成に功績

①教育文化ro境IL:恵まれない当地区に公民館を建設②館長就任以来社会教育IL挺身した。
①l昭和を2史6年IL青よ年り11年級聞にわ習たって北発方展公さ民館公民内にお到けJる展青少開年し教顕著育に努成績力じた。②た青。年何1の組織化lζ尽力し
とれ 学の学体系IL せ館il¥iを なを収め

①八椛市巡~ìÈ!;帯議員兼社会教育委員として11年余関係した。②婦人会長として社会教育の振興に君子句

①27来以来分館長として地域の社会教育振興に賃l猷 ②青少年間体の育成 ③公民館の建設に功綴

①公民分館の創設 ・施設の建築を実現 ②地織の調査③子供会 ・老人会の結成lζ功績

①婦人会.綿入学級の育成指導 ②結婚改芯の折f，進 ③環境衛生K功績

①28年より運営得議員として企画κ参削 ②文化同体の育成③PTAとの速けい際立に功績

①28年より中央公民館副館長として館長を補佐 ②地区公民館の運営IL助言と指導を与えた功績

①町内公民館長として体育，スポーツの振興に寄与 ②中央公民館主1l設の与論作りに努力

①24年より公民館の育成に当り28年新築落成，同年県教委表彰 ②38年分館建築相Ii助条例を制定

①iE2寄8年与背年q:~&jJj:任主引となり青年ヴ械の続符lζ尽力 ②32年町村合併で公民館主都となり社会教育の振興

①24年ìhl賀村初代主'jü8地区の分館を開設させる。③28年芦屋町主~Fとしてぷ地の:;-~J少年，婦人教育lζ貢献

①の功町紋長と大して山内公民館の建設を実現し職員の充実につとめる。②1111公述会長として訂111付町村を若干先指導そ
はきい。

①師吉分館主jj(として本館と連けいし産業活動に尽力 ②分館の建築 ③青年婦人教育iζ功績

①分館活動の推進，施設設備の充実につとめる。②へき地青少年教育.社会休育に貢献

①問2分6年館のよlり黒地公述区分表館彰のを建実築現IさE努せ力た功⑨績子供会活動，背年， 婦人学級， 文化問休のす行導脊成IL貢献 ③37年実
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初公辿事務局長(県宇1:教泌長)鎚水
北九州 111教務部長江藤
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(三池山門7111)今村

(粕屋 1111)的野
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委員長
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市社会教育深長

門司区社会教育課長

小倉区社会教育課長
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若松区社会教育泌長

戸畑l区社会教育烈長

戸畑区中央公民館長

社会教育主事

社会教育主司王

社会教育係長

青少年係長

門司区社会教育係長

" 
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|館 長 名|世帯数
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凶
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館
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314 飯塚市大字菰田 451番地の2木の花町公民館
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116 

八女市大字津江433番地

134 大川市大字三丸643番地

64α 筑紫郡春日町千歳町2丁目む日町千歳分館
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小倉区社会教育係長

H 青少年係長
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M 青少年係長
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H 青少年係長
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彰 推 せ ん 覧 表
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戸畑区社会教育係長 前 回 紀 道

H 青少年係長 竹 内 利雄

7. 大会事務局 事務局長(県公述事務局長)鎚水速太
同次長( " 次長)高松三制

(企画係) 杉野友彦，赤司lゆ，入江:弘吉瀬純一 (庶務係) 柴国広吉，重松重時，福山幸男，員
原芳子，竹若律子 (視聴覚係) 入江覧，富島光臣 (資料係) 吉瀬純一，視l上雄幸，川崎隆夫
(分科会係) 大和正巳
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対 談 と 討議

「新しい地域社会の建設と生活文化の向上発展に何が必要か」

=講師=九州大学教授 岩 片 磯 雄(農業経済)

北 九州 大学講師 神 崎 義 夫(都市診断)

日立余属p畑工場次長 山 1'1向 久 雄(経常者)

戸畑区婦人協議会長 毛 手IJ 昭 子(市民代表)

=聞き手=九州大 学 助教授 矢 盟F l峻(社会教育〉
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パネル討議

分科会のまとめ

「新しい地域社会の建設と生活文化の向上発展に資するためには公民館

はいかにあるべきか」

=講 師ニ分科 会 助 言 者

=司 会=若松区社会教育課長 和国 喜 代治
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全体討議

「テー"7J 1. 勤労青少年の健全育成と教育文化的環境の構成をい

かにしたらよL、か。

2. 教育文化センタ ーにふさわしい公民館の施設，設備

をいかに整備したらよいか。

3. 公民館の事業を住民の(1::1市に到]したものにするため，

社会教育職員の整備充実をいかにしたらよいか。

=議長団= 北九州市戸畑区社会教育課長

県教育庁福岡出張所長

行橋市社会教育課長

日

高

野

TF 

宮清

村敏

イ呆

士
む

晴
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特別講演

「地域社会における生活文化の振興と公民館の役割」

消 師 群馬大学教授 永 :持ー 輔
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